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（特非）　どんぐり王国

建設工事における環境配慮行動の推進

流域単位の里山保全と体制づくり

町内自然体験参加者 23 人

調査回数 15 回

今年度計画の達成度 70 ％

目標達成度 55 ％
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活動内容と成果
定点で行う宮川調査で魚種23種を確認。別調査にて共
著論文を1本発表予定、また希少魚類の新産地を町内で
発見。その他に、町直轄の公共工事の対象箇所（溜池
43、河川192）を地図上で把握。
体験活動では漁協組合の協賛で伝統漁法の継承を実
施。観察会で参加者に実施したアンケートにおいて、
「公共工事で自然や生き物に配慮してほしいかどうか」
尋ねたところ、「そう思う」という意見を参加者全員か
ら得られた。
活動の広がりとしては、上記の協賛、専門家や有識者と
の調査、新規協力者の確保、基金内での関係構築があげ
られる。

活動内容と成果
● 里山見守り隊の活動は当初の計画を大きく上回り
年4回の活動が毎月の活動となった。それにより新
たなコミュニティーが生まれている
● 耕作放棄地の利用も順調で里山見守り隊基地周辺
の子どもの遊び場、こども果樹園は地域の保育園、
幼稚園の自然体験に利用されている
● 耕作放棄地を利用した麦の栽培も定着しつつあ
る。中間コンサルテーションのアドバイスを受け、
西予市ふるさと納税返礼品に登録を申請。地元特
産品として指定を受け販売されるようになり、6次
産業化の足がかりができた

課　題
自然体験等により普及啓発活動に努めてきたが、河川
環境に大きな効果があるのが河川工事である。河川工
事には環境保全指針があるものの、配慮されていない
と感じる。

目　標
大台町内の公共工事における環境配慮行動の増加によ
り、宮川上流の自然環境が保全される。

課　題
当地区は平成30年西日本豪雨で被災。被害拡大の要因
に耕作放棄地が挙げられる。遅々として進まない復興
活動に住民から不安の声があがり里山保全への意識が
高まっている。

目　標
支流域単位で里山見守り隊を結成し住民による里山保
全を行う。耕作放棄地削減の取組み、環境保全、生物多
様性の啓発を行い持続可能な里山モデルを構築する。
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■苦労した点
新型コロナウイルスの影響で対面で
の活動に支障が出た1年だった。町民
だけを対象にした体験活動の参加人
数にも影響が出た。

■工夫した点
地域外の協力者とZoomやメール、
電話等で対応可能な部分を進め、活
動により広がりを持たすべく、物品
や教材開発に着手した。

■苦労した点
今後の活動の継続を考えると里山見
守り隊の活動が自主的な活動になる
必要があり、それを引き出すのに苦
労した。

■工夫した点
毎月の活動の後、話し合える場をつ
くり参加者の意見を活動にいかせる
よう工夫した。

調査データを蓄積し説得力のある資料を作り、勉強会等で認識のすり合わせを円
滑に進める。また、事業の継続のため、協力者や住民理解の確保、仕組み作りに努
める。行政が動きやすくするために、指標作りも進める。

中間コンサルテーションでのもう一つのアドバイスに活動の持続化があり、地域
のみならず広く若者を募集し次世代に引き継ぐ下地作りを今後の目標とするため、
高校生や大学生の参加を促すような働きかけをしていきたい。

今後の
展望

今後の
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専門家との既設構造物の調査専門家との既設構造物の調査

耕作放棄地の活用　見守り隊基地に小屋作り耕作放棄地の活用　見守り隊基地に小屋作り

地域の自然有識者との生物調査地域の自然有識者との生物調査

モデル農園　幼稚園児の麦踏み体モデル農園　幼稚園児の麦踏み体
験験

里山見守り隊参加者 158 人

耕作放棄地モデル化 50 a　

今年度計画の達成度 100 ％

目標達成度 80 ％


